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古
代
に

お

け

る
伊
勢
神
宮
と

天
皇

三

橋

正 、

は

じ
め

に

1
明

星

大
学
青
梅
校
国
際
シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

報
告

ー

　
昨
年
（

平

成
十

七

年
）

十
二

月、

本
学
科
（

日

本

文
化
学
部
言

語
文
化

学
科）

の

主

催
に

よ

り、

明

星

大
学
青
梅
校
に

お

い

て、

国
際
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「

伊
勢
神
宮
と

天

皇
」

が

行
な

わ

れ

た
。

発
議
者
は

マ

ー

ク

・

テ

ー

ウ

ィ

ン

氏
（

オ

ス

ロ

大

学
）

・

曾
根
原
理

氏

（

東
北

大
学
）

・

ノ

ル

マ

ン

・
ヘ

ィ

ヴ

ン

ス

氏
（

國
學
院
大

學
）

・
ロ

ー

ズ

マ

リ

ー

・
ベ

ル

ナ

ー

ル

氏
（

早

稲
田

大

学
）

の

四

名。

主

に

外
国

人

研
究
者
が

日

本

の

神
道
を

論
じ

る

と

言
う
こ

と

で
、

多
く
の

関
心

を

集
め
、

学
生
・
］

般
合
わ

せ

て

二

五

〇

人
を

超

え

る

来
聴
者
が

集
ま
っ

た
。

　
テ

ー

ウ

ィ

ン

氏
は

「

中
肚
神
道

儀
礼
に

お

け

る

天

皇
」

と

い

う

題

で、

中
世
の

伊

勢
神
宮
に

関
わ

る

神
道
儀
礼
や

神
道
説
を

検
討

し
、

そ

れ

ら

が

先
ず

僧
侶
の

間
で

行

な

わ

れ

て

い

た

こ

と

を

指
摘
さ

れ

た。

曾
根
原

氏
は

「

近
世
に

お

け

る

東
照

宮
と

伊

勢
神
宮、

将
軍

と

天

皇
」

と
い

う

題
で、

近

世
初
期
に

お

け
る

伊
勢
神
宮
に

つ

い

て

古

代

に

お

け
る

伊
勢
神
宮
と

天

皇

三

橋

　
正

＊

言

語
文

化
学
科

　
助
教
授

　
日

本

宗

教
史

朝
廷
と

幕
府
の

認
識
を

比
較
検
討
し、

幕
府
の

方
が

歴
史
的
に

正

確
な

見
方

を

し

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

さ

れ

た
。

ヘ

ィ

ヴ

ン

ス

氏
は

「

お

蔭
参
り

に

見
る

幕
末
の

伊

勢
信
仰
」

と

い

う
題
で、

江

戸
時
代
に

お

け

る

庶
民

の

自
由
な

伊
勢
参
宮
を

取
り

上

げ、

お

蔭
参
り

と

い

う
爆
発
的
な

庶
民

参
詣
現
象
を

「

非
統
制
」

と

い

う

概
念
を

用

い

て

解
明
さ

れ

た
。

ベ

ル

ナ

ー

ル

氏

は

「

伊
勢
神
宮
と

戦
後
の

天

皇
観
」

と

い

う

題

で、

明
治
政
府
に

よ

る

神
宮
改

革
と、

戦
後
に

出
現
し

た

皇

族
女
性
に

よ

る

祭
主

の

意
義
を

論
じ、

特
に

後
者

が

平
安
時
代
の

イ

メ

ー

ジ

と

重

ね

合
わ

さ

れ

る

こ

と

で

人
々

の

共
感
を

得
て

い

る

と

指
摘
さ

れ

た
。

い

ず
れ

も

斬
新
な

切

り

口

で

各
時
代
の

諸
相
を

明
ら

か

に

し

た

も

の

で、

従
来
の

研
究
に

は

な
い

多
様
で

変
質
し

続
け

る

伊

勢
神
宮
の

実
態

が

提
示
さ

れ

た
。

そ

の

後、

筆
者
（

三

橋
）

の

司

会
進
行
に

よ

り

座

談
会
「

外
国

か

ら

見

た

日

本

の

神
」

が

あ

り、

来
聴
者
と

の

対

話
を

交
え

な

が

ら、

目

本
の

神
道

や

女

性
天

皇
の

問
題

な

ど
へ

も

議
論
が

進
ん

で

い

っ

た
。

そ

こ

で

も

熱

心

な

討
論
が

繰
り

広
げ

ら

れ、

参
加
者
の

誰
も

が

時
間
の

少
な

さ

を

嘆
く

ほ

ど

で

あ

っ

た
。

　
こ

の

国

際
シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

を

開
催
す

る

に

あ

た

り
、

私
た

ち

は

多
く

の

議
論
を

重

ね

て

き

た
。

そ

の

発
端
は、

昨
年
三

月

に

東
京
の

品

川

プ

リ
ン

ス

ホ

テ

ル

で

開
催
さ

れ

た

第
十
九

回

国

際
宗
教
学
宗
教
史
学
会

含

》
＝
力
障

OO

 

→
o
貯
団
O）

に

お

い

て
、

パ

ネ

ル

「

神
道
に

お

け

る

天
皇
観
」

（
組
織
者
は

三

橋
）

を

行
な

っ

た
こ

と

に

あ

る
。

こ

の

パ

ネ
ル

は、
「

天

皇
」

と

「

伊
勢
神
宮
」

に

焦
点

を

あ

て、

各
時
代
の

「

神
道
」

の

あ

り

方
を

歴

史
的
に

究
明
し、

今
後
の

神
道

史
研

究
の

前
進
に

寄
与
し

よ

う

と
の

目

的
に

よ

り

組

織
さ

れ

た
。

こ

の

時
に

報
告
を

行
な
っ

た

の

は、

筆
者
（
三

橋
）

と

テ

ー

ウ

ィ

ン

氏
・

曾
根
原
氏
・
ベ

ル

ナ

ー

ル

氏
の

計
四

名
で

あ

っ

た
。

内
容
は

非
常

に

充
実
し

た

も

の

と

な

り
、

参
加
者
か

ら

多
く

の

反
響
が

寄
せ

ら

れ

た

が、

特
に
ヘ

ィ

ヴ
ン

ス

氏
が

私
た

ち
の

方
針
に

強
く

賛
同
し

て

共
同
研

究
へ

参
加
す

る

こ

と

に

な

っ

た
。

か

く

し

て

五

名
の

役

割
分
担
な

ど

が

再
認

識
さ

れ、

そ
の

延
長
と

し
て

明
星53
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明
星
大
学
研
究
紀
要

【

日

本

文

化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第

ト
四

号

　
二

〇

〇
六

年

大
学
に

お

け

る

国

際
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

開
催
の

運
び

と

な
っ

た
の

で

あ

る

が、

時
間
の

関
係
で、

パ

ネ

ル

で

古

代
を

担
当

し

た

筆
者
の

発
表
「

古
代
の

天

皇
制
と

中
世

に

お

け

る

“

神
道
的”

天

皇
観
の

成
立
」

を

割

愛
せ

ざ
る

を

得
な

か

っ

た
。

　
明
星

大

学
の

国
際
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

は

テ

ー

ウ

ィ

ン

氏
の

中
世

の

発

表
か

ら

開
始

さ

れ

た

が、

筆
者
が

担
当
し

た

古
代
も

重

要
な

位
置
を

占
め

る
。

そ

れ

は、

伊
勢
神

宮
や

天

皇

制
の

成
立

が

古
代
に

あ

る

と

い

う

理

由
か

ら

だ

け

で

は

な
い

。

従
来
の

研

究
で

は
、

古
代
国
家
形
成
期
（
律
令
制
定
時
）

に

形

成

さ

れ

た

両

者
の

関
係
が、

ほ

ぼ

継
続
し

て

後
代
に

繋
が

る

と

考
え

ら

れ

て

き

た

が
、

中
世
へ

の

展

開
を

視
野
に

入

れ

て

考
察
す

る

と、

奈
良
時
代
か

ら

平
安
時
代
に

か

け

て

も

大
き

な

変
化
が

見
出
さ

れ

る

か

ら

で

あ

る
。

　
筆
者
を

含
め

た

五

人
の

考
察
は、

一

冊
の

論
集
に

ま

と

め

て

世
に

問
う
予

定
で

あ

る
。

国

際
学
会
．

国

際
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

の

成
果
と
い

う
こ

と

も

考
慮
し、

日

本
語
版

と

共
に

英
語
版
の

出
版
も

並

行
し

て

準
備
し

て

い

る
。

各
論
考
の

詳
し

い

内
容
に

つ

い

て

は、

こ

の

論
集
の

門
行
を

待
つ

と

し

て
、

本
学
の

国

際
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

省
か

ざ

る

を

得
な
か

っ

た

筆
者
の

担
当

部
分

に

つ

い

て
、

要
点
の

み

本
誌

に

掲
載
さ

せ

て

い

た

だ

く。
一
、

古
代
の

天

皇
制
と

天

皇

観
・

B
本
観

　
「

天

皇
」

号
や

「

日

本
」

国
号
の

成

立

に

つ

い

て

は

諸

説

あ

る

も

の

の
、

聖
徳
太

子
の

時
代
か

ら

律
令
が

制
定
さ

れ

る

ま
で

の

百

年

の

問
で

あ
る

こ

と

は

概
ね

認

め

ら

れ

て

い

る
。

そ

れ

は、

七

世
紀
に

お

け
る

中

央
集
権
国

家
の

形

成

と

軌
を
一

に

す
る

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
（
1）

も

の

で、

こ

の

中
で

「

現
神
と

天
下

を

治
す

天

皇
」

と

い

う
常
套
句
や、
『

古
事
記
』

『

日

本
書
紀
』

に

み

ら

れ

る

天

孫
降
臨
神
話
が

形
成
さ

れ、
「

正

当

な

神
々

の

系
譜
を

引
く

現

人

神
と

し

て

日

本
を

統
治
す

る

天

皇
」

と
い

う

イ

メ

ー

ジ

が

確
定
し

た。

こ

54

の

段
階
で、

実
質
的
に

日

本
の

国
土

を

支
配
す

る

だ

け

で

な

く、

言

語
表
現
と
一

体

化
し

て

思

想
・

宗
教
面

を

も

包
摂
す
る

天
皇
制
が

確
立

し

た

の

で

あ

る
。

　
こ

の

よ

う
な
一

見
「

神
道
的
」

と

見
ら

れ

る

天

喰
観
は、

そ

の

形

成
期
に

お

い

て

も

唯
一

絶
対
的
な

も

の

で

は

な

か

っ

た

し、

天

皇

の

支
配
に

よ
っ

て

継
承
・

発
展
さ

せ

ら

れ

る

も

の

で

も

な

か
っ

た
。

天

皇
の

現
実
の

支
配
は

伝
統
的
な

氏
族
社
会
の

構

造
を

取
り

込

ん

だ

律
令
国

家
体
制
に

よ

っ

て

維
持
さ

れ

て

い

た

し、

儀
礼
や

言

語
に

よ

っ

て

天

皇
を

荘
厳
す
る

に

も、

儒
教
・

道

教
・

仏
教
な

ど

外
来
の

思

想
・

宗
教
に

よ

る

部
分
が

極
め

て

大

き
か

っ

た
。

そ

の

現
象
は

「

イ

デ

オ

ロ

ギ
ー

連
合
」

と

も

称

　〔
2）

さ

れ、

儒
教
に

よ

る

天

子

観、

仏
教
に

よ

る

王

者
観、

神
道
に

よ

る

大

王

観
な

ど

の

「

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

役
割
分
担
」

で

あ
っ

た

と

の

見

解
も

あ

る

が
、

そ

の

神
道
と

見

な

さ

れ

る

部
分

に

も
、

実
は

天

武
朝
に

お

け

る

道
教
・

仏

教
の

取
り

込
み

が

認

め

ら

　〔
3〕

れ

る
。

　

後
に

「

神
道
的
」

と

さ

れ

る

諸
要
素
が

古
代
に

現

わ

れ

る

こ

と

は

事
実
で

あ
る

に

し

て

も、
「

神
道
」

と

は

何
か

を

定
義
で

き

る

ほ

ど

明

確
な

姿
を

持
っ

て

い

な

か

っ

た
。

た

だ
、

極
め

て

曖
昧
で

あ

り、

ま

た、

そ
の

淵
源
を

外
来
の

も

の

に

よ

っ

て

い

た

に

せ

よ
、

天

武
朝
に

姿
を

顕
わ

し、

律
令
で

規

定
さ

れ

た

祭
祀
（

大

祓
も

含
む
）

や

制
度
は

「

神
祗
」

の

名
の

下
に

「

日

本
」

固
有
の

も
の

と

認

識
さ

れ

る

に

至
っ

た。

そ

し

て、

和
銅
五

年
（

七
一

二
）

に

完
成
・

奏
上

さ

れ

た

『

古
事
記
』

に

代
表
さ

れ

る

よ

う

に
、

国

内
の

み

を

意
識
し

て

歴

史
が

編
纂
さ

れ

る

場
ム
冂

、

あ

る

種
無
意
識
的

に

仏
教
な

ど

の

外
来
要

素
が

排
除
さ

れ

て

い

く
。

翌

年
の

官
命
に

よ

り

国
ご

と

に

編

纂
さ

れ

た

『

風
土

記
』

に

仏
教
寺
院
の

由
来
が

ほ

と

ん

ど

記

さ

れ

て

い

な
い

の

も、

養
老

四

年

（

七

二

〇
）

の

『

日

本
書
紀
』

で

コ

仏
教
L

と

対
置
さ

れ

る

「

神
道
」

の

用
語
が

「

日

本
古

来
の
」

と
い

う
ニ

ュ

ア

ン

ス

を

含
ん

で

い

る

こ

と

も
、

同
様
の

意

識
が

働
い

た

こ

と

に

よ

る

と

考
え

ら

れ

る
。

　
「

天

皇
」

の

歴
史
を

国

内

向
け

（
『

古
事
記
』）

と

国

外
向
け

（

『

日

本
書
紀
』
）

に

N 工工
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語

り

分
け

る

こ

と

が

行
な

わ

れ、

国

内
向
け
に

語
ら

れ

る

際
に

は

「

異
物
排
除
」

的

思

考
が

働

き、

自
然
と

「

復
古
」

的
表
現
が

採
用
さ

れ

る
。

こ

の

よ

う
な

思

考
パ

タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4∀

ー

ン

の

形
成
に

「

神
道
一

成
立
へ

の

第
一

段
階
が

あ
っ

た

と
い

え

る
。

二
、

平
安
時
代
の

神
祗
儀
礼
に

お

け

る
伊
勢
神
宮

　
七

世

紀
の

律
令
国

家
形
成
期
に

、

「

神
道
」

成
立
の

萌
芽

が

見

ら

れ

る

と

し

て

も、

そ

れ

が
一

貫

し

て

発

展
し

て

い

か

な

か
っ

た

こ

と

は、

奈
良
時
代
に

お

け
る

仏
教
政

策
を

見

て

も

明
ら
か

で

あ

る
。

ま

た、

平

安
時
代
に

お

け

る

神

祗
儀
礼
の

実
態
や

記

紀
神
話
の

扱
い

も
、

古
代
天

阜
制
と
一

体
に

な
っ

た

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

を

維
持
し

て

い

た

と

は

い

え

な

い
。

私
見
で

は
、

古

代
天

皇

制
の

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

か

ら

「

神
道
的
」

天

皇
観
が

生

み

出
さ

れ

る

重
要
な

転

機
が

平
安
時
代
に

あ

る

と

考
え

て

い

る

が、

従

来
の

神
道
史
研
究
で

ほ

と

ん

ど

論
じ

ら

れ

て

い

な

い
。

そ

こ

で
、

平
安
時
代
の

天

皇

と

伊
勢
神
宮
の

関

係、

記
紀
神
話

理

解、

神
祗
儀
礼
の

変
化
に

つ

い

て

考
察
し、

そ

の

歴

史
的
意
義
を

明
ら
か

に

し

た
い
。

　
天

皇
に

よ

り

伊
勢
神
宮
を

中
核
に

据
え

た

神
祗
体
系
と

記
紀
神
話
に

基
づ

い

た

祭

祀
が

行
な

わ

れ

て

い

た

と

考
え

る

の

は、

実
態
に

即

し

た

理

解
と

は

言
え

な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

よ

す

き

い
リ

ン
め

の

『

日

本
書
紀
』

に

は

崇
神
・

垂

仁

両
天

皇
の

時
代
に

そ

れ

ぞ

れ

の

皇
女

豊
耜
入

姫

み

こ

と

　
や

ま

と

ひ

め

の

みこ
と

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

あ

ま

て

ら

す

お

お

み

か

み

命
と

倭

姫

命
に

よ

ワ

て

皇

祖
神
天

照

大

神
を

伊
勢
の

地
に

奉
斎
し

た

と

い

う
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5）
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

み

　つ．
κ

し

ろ

勢
神
宮
の

創
始

譚
が

記

さ

れ

て

い

る
。

そ

し

て、

伊
勢
神
宮
に

天

皇

の

「

御
杖
代
」

と

し

て

奉
仕
す

る

斎
王

（

斎
宮
）

が

中
世
ま

で

継
続
し

て

い

た

こ

と

は、

こ

の

精
神

が

継
承

さ

れ

て

い

た
こ

と

を

物
語

っ

て

い

る

よ

う

に

考
え

ら

れ

て

い

る
。

し

か

し、

律
令
国
家
に

よ

る

伊
勢
神
宮
の

祭
祀
に

お
い

て
、

斎

王
の

存
在
は
一

般
に

考
え

ら

れ

て

い

る

ほ

ど

重

要

で

は

な

か
っ

た
。

伊
勢
神
宮
で

は

斎
王

が

い

な

い

時

で

も

祭
祀
が

行
な

わ

れ

て

お

り、

少
な

く

と

も、

不

可

欠
な

存
在
で

は

な

か
っ

た

の

で

あ

る。

占
代
に

お

け

る

伊
勢

神
宮
と

天

皇

三

橋

　
旺

　
律
令
祭
祀
の

中
で、

伊
勢
神
宮
の

最
も

重

要
な

祭
と
さ

れ

る

の

は、

九

月

に

行
な

わ

れ

る

神
嘗
祭
で

あ

る
。

伊
勢
で

の

祭
儀
は

九
月
十
六

日

に

外
宮、

十
七

日

に

内

宮

で

行
な

わ

れ

る

が、

平
安
時
代
に

は

「

伊
勢
例
幣
」

と
い

う
通

称
が

生

ま

れ

た

よ

う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

に
、

九
月

十
一

ロ

に

朝
廷
か

ら

勅
使
を

発
遣
す
る

儀
式
と

し

て

認

識
さ

れ

て

い

た
。

　
『

儀
式
』

巻
第
五

「

九
月

十
一

日

奉
伊
勢
大
神
宮
幣
儀
」

に、

　
　
前
四

目、

外
記
録一

主
氏

五

位
已

上

四

人
歴
名［
封
レ

之、

令
二

神
祗
官
卜

→

幽

　
　

糠
神
祗
官
ト
畢、

注
二

合
否一
進、

外
記
執
レ

之、

於
一
大

臣

前一

開
封
令
レ

覧、

　
　
訖
喚．一
卜
食
者

仰
レ

之、

亦
告
一
神
祗
官ハ

其
日

昧
爽、

掃
部
寮
於
二

八

省
院
小
安

　
　
殿
東
第
＝ ．
間
中
央一

鋪
二

御
座
《

鰊

頗
聖

後

東
壁
下
鋪
二

置
レ

幣
葉
薦
畠
螻
鶏
鰈
離

　
　

嵯
西

第
一

問

北

壁
外
置
二

簀
一

枚→

第
二

問
鋪
二

裹
レ

幣
葉
薦、

其
左

右
鋪
二

長

　
　
レ

　

　
　
席、

難・
幣

第
二

間
北
壁

ド

鋪
・

内

侍

摩

其
南
少

東
鋪一

長
貴

蠶
。

東
廊

　
　
鋪
π

参
議
己

上

座ハ

輌
湎・

北

廊
鋪
二

少

納
言
・

弁
座→

繭

即

其
西

少
後
鋪一・
外

　
　
記
・

史
座ハ

其
後
鋪
二

史
生
・

官
掌
座ハ

陋

雌

平

旦

内
蔵
寮
官
人
一

人、

率

　
　
蔵
部
二

人一

将一
幣
物一

候、

内
侍
以

下
四

人、

従
二

大
内一
出
裹
備、

官
人

執
二

置

　
　
葉
薦
王
ハ

中
務
録
率
二

省
掌→

入

置
二

版
於
小

安
殿
東
南

庭ハ

舶

 
接
燬
諌
脯
濂
バ

　
　

難
蕭
辱

罐

羅
健

又

靆
妃
鹸

糧
乗
輿

御

殿
座
→

勅、

呼．
ム
．

△

二

　
　
声、

舎
人
四

人
共
称

唯、

少
納
言
代
入

後
、

勅、

喚
二

中

臣
・

忌

部→

少
納
言

　
　
称
唯、

退

出
云
、

喚
二
中
臣
・

忌

部→

共

称
唯、

入

各
就
レ

版、

帥

繩

蝋

繍

蠶

　
　
後
執
者
一

入、

舩

跡
込

随
二

忌

部一

入

立、

勅、

忌

部
参
来

、

忌

部
称
唯、

昇

　
　
レ

殿

跪、

拍
手
四

段、

先
執
二

曲

豆

受
宮
幣
ハ

授
二

後
執→

大

神
宮
幣、

嫐
野
兀・

自

　
　
持
復
レ

版、

鵬

穐一
・

聯

訖
勅、

中
臣
参
来、

中
臣
称
唯、

昇
レ

殿
跪
侍、

勅、

好

　
　
申
天

奉
礼、

中
臣
称
唯
復
レ

版
、

訖
相
引
還

出
、

翫

懸

獅
ボ
臨
獄

少
間
乗
輿

還
レ

宮、

　
　
蹕
而

不
レ

警、

即
日

使
等
従
二

神
祗
官一
発
向、

廿

日

使
等
就二
内
侍一
復
命、

『

延
喜
式
』

巻
第
二

「

四

時
祭
下
」

に
、

　
　
九
月

祭
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大
学
研
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紀
要

【
日

本

文

化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第

11
四

号

　一．
○

〇

六

年

　
　

伊
勢
太

神
宮
神
嘗
祭

　
　

幣
帛
二

筥、

餉
隷

僚

維
三

疋、

糸
八

絢、

倭
文
一

端
一

丈、

席
二

枚、

鞍
二

具、

　
　

馬
四

疋、

籠
頭

料
一

端
一

丈

四

尺、

　
　
　

右
当

月

十
一

日

平

旦

天

皇
臨
二

大
極
後
殿一

奉
幣、

騨

翠

其
使

諸
王

五

位
已

　
　
　

上、

及

神
祗
官
中
臣
忌

部
官
各
一

人

給
「

当

色
→

執
幣
五

人、

使
従
者
三

人、

　
　
　

各
給

潔
布
衣
一

端ハ

但
斎
王

初
参
入

之

時、

設
二

御
座
於
大

極
殿→

騨

蝉

と

あ

る

よ

う
に、

平
安
時
代
に

成
立

し

た

儀
式

書
で

は

細
か

な

次
第
ま

で

規

定
さ

れ

て

い

た
。

そ

れ

に

よ

る

と
、

勅
使
と

し

て

は

ト
定
に

よ
っ

て

決
め

ら

れ

た

王

と

中

臣
・

忌

部
が

あ

て

ら

れ、

発
遣
の

時
に

忌

部
へ

幣
帛
が

渡
さ

れ、

中
臣
へ

は

天

皇
か

ら
の

「

好
く

申
し

て

奉
れ
」

と

い

う
御
詞

と

共
に

宣

命
が

渡
さ

れ

る
。

こ

の

勅
使
は、

斎
王

の

在
・

不
在
に

関
わ

ら

ず
発

遣

さ

れ

る

だ

け

で

な

く、
『

皇

太

神
宮
儀
式
帳
』

『

止

由
気
宮
儀
式
帳
』

な

ど

に

よ
っ

て

伊
勢
に

お

け
る

祭
儀
を

み

て

も、

幣
帛
・

宣

命
を

斎
王

を

介
さ

ず
に

奉
幣
し

宣

命
を

宣
る

の

で

あ

る
。

さ

ら

に

帰
京
し

て

か

ら

内

侍
を

介
し

て

復
命
し

て

い

る

こ

と

を

考
え

合

わ

せ

る

と、

勅
使
は

天

皇

と

伊
勢
の

祭

神
と

を

直
接
に

繋
ぐ

役
割
を

担
っ

て

お

り、

ま

さ

に

斎
土

の

宗
教
的

存
在
意
義
を

希

薄
化
さ

せ

る

存
在
で

あ
っ

た
。

　
斎
王

が

い

る

の

に

な

ぜ

勅
使
の

発
遣
が

必

要
な

の

だ

ろ

う
か
。

そ

も

そ

も

神
嘗
祭

が
、

律
令
制
定
当
初
か

ら

伊
勢
神
宮
の

祭
で

あ
っ

た

か

も

問
題

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

『

養
老

令
』

の

注
釈
書
『

令
集
解
』

の

九

月

「

神
嘗
祭
」

の

項
目
に

は、

　
　
　
謂、

神
衣
祭
日

便
即
祭
レ

之、

釈
云

、

即

神
嘗
祭、

謂
神
衣

祭
日

饌
食
等
旦ハ

　
　
　
祭、

宇
奈
太

利
・

村
屋
・

住
吉
・

津
守、

古
記
无
レ

別、

と

あ

り、
「

釈
云
」

と

し

て

本
来
の

伊

勢
神
宮
の

祭
で

あ

る

「
神
衣

祭
」

と

の

関
連

を

示

す

だ

け

で

な

く、
「

宇
奈
太

利
・

村
屋
・

住
士

冂

・

津

守
」

な

ど

の

諸
社
の

名
も

挙
げ
て

い

る
。

こ

れ

は

「

古
記
別
な

し
」

と

も

あ

り、

天

平

年

間
の

実
態
を

伝
え

て

い

る

可
能
性
が

あ

る
。

も

し

も

律
令
制
定

当
初
か

ら

平

安
時
代

の

「

伊
勢
例
幣
」

の

56

よ

う

な

実
態
が

あ
っ

た

な

ら

ば、

こ

の

よ

う
な

記
載
が

な

さ

れ

る

は

ず
は

な

い
。

神

嘗
祭
は
い

ず
れ

か

の

時

代
に

伊
勢
神
宮
の

祭
と

し

て

再
編
さ

れ

た

と

考
え

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

　

通
説
で

は、

神
嘗
祭
へ

の

勅
使
発

遣

の

初
見
記

事
を

『

続
日

本
紀
』

養
老
五

年

（

七

二

一
）

九

月
乙

卯
（

十
一

目
）

条
に
、

　
　

　
乙

卯、

天

皇
御
二

内
安

殿→

遣
レ

使
供一
幣
帛
於
伊
勢
太
神
宮、

以
二
皇
太

子
女

　
　

　

井
上

王一
為

斎
内
親
王覗

と

あ

る

こ

と

に

求
め

て

い

る

が、

こ

れ

は

井
上

女
王

を

斎
王

に

し

た

こ

と

の

報
告
の

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
〔
7）

た

め

に

行
な

っ

た

臨
時
奉
幣

で

あ
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

私
見

に

拠

れ

ば、
『

同
』

延

暦
九

年
九
月

甲
戌
（

十
一

日
）

条
に、

　
　

甲

戌、

奉・
伊
勢
太

神
宮
相
嘗
幣
帛→

常
年
天

皇

御・
大

極
殿一

遥
拝
而

奉、

而

　
　

縁
レ

在
二

諒
闇→

不
レ

行…
常
儀
ハ

故
以
二

幣
帛一
直
付
二

使
者一
矣、

と

あ

る

こ

と

が、

伊
勢
例
幣
を

伝
え

る

確
実
な

初
見
記
事
と

な

る
。

こ

の

記

事
に

あ

る

「

常
儀
」

は

桓
武
天

皇
時
代
に

お

け
る

「

常
儀
」

と

解
す
る

こ

と

が

で

き
、

そ

の

実
態
を

受
け

て

延
暦
二

十
三

年
に

撰
述

さ

れ

た

『

皇
太

神
宮
儀
式
帳
』

『

止

由
気
宮

儀
式
帳
』

に

も

勅
使
の

記
載
が

な

さ

れ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

歴
史
的
に

位
置
付
け

れ

ば、

父

光
仁
天

皇
に

よ
っ

て

伊
勢
神
宮
の

重

要
性
が

再
認

識
さ

れ

た

こ

と

を

受
け、

桓
武
天

皇

に

よ

っ

て

天

皇
が

臨

席
す

る

形
で

の

伊
勢
例
幣
使
発
遣
が

励
行
さ

れ、

嵯

峨
．

淳
和
朝
に

定
着
し

た

と

見

な

さ

れ

る
。

そ

う
だ

と

す

れ

ば
、

朝
廷
と

伊
勢
神

宮

の

関
係
は、
『

日

本
書
紀
』

の

精
神
に

基

づ

く

斎
王

だ

け

で

は

不
十

分
と

な

り、

奈

良
末
・

平

安
初
期
に

神
嘗
祭
へ

勅
使
を

発

遣
す

る

儀
を

追
加
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な
っ

て

い

た
こ

と

を

意
味
す
る

。

こ

こ

に
、

天

武

系
か

ら

天

智
系
へ

の

皇
統
の

交
替

が

影
響
し

て

い

た

こ

と

も

考
え

ら

れ

よ

う。

　
こ

の

よ

う

な

朝
廷

に

よ

る

伊
勢
神
宮
へ

の

対
応
の

変
化
は、

祭
祀
形

態
の

変
化
を

も

意
味
す

る。

も

は

や

「

御
杖
代
」

と

し

て

の

斎
王

は

形

骸
化
し、

実
質
的
な

宗
教
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儀
礼
と

し

て

は

天

皇

か

ら

神
社
の

神
へ

直
接
奉
ら

れ

る

幣
吊
や

宣

命
に

移
行
し

て

い

た

の

で

あ

る
。

そ

し

て

摂
関
期
に

は、

そ

の

奉
幣
使
に

つ

い

て

も

従
来
の

祭
祀
制
度

で

は

満
足
で

き

な

く

な

り、

大

皇
が

特
別
祈
願
を

行

な

う

際
に

は

公

卿
勅
使
を

発
遣

す

る
こ

と

に

な

る
。

国
家

に

と

っ

て

伊
勢
神
宮
と
い

う

存
在
は、

古
代

天

皇
制
確
立

期
に

有
し

て

い

た

神
話
的
な

位
置
付
け
が

ら、

天

皇
の

崇
敬
を

受
け
る

最
高
の

神
社

と

い

う

位
置

付
け

に

変
化
し

た

と

も．
言

え

る
。

三、

平
安
時
代
に

お

け
る
神
話
理
解
と

神
祗
官

　

−
神
話

的
祭
祀
観
念

の

崩
壊

1

　
平

安

時
代
に

伊
勢
神
宮
の

祭
祀
で

の

斎
王

の

役
割
が

低
下

し、

代
わ

っ

て

天

皇

か

ら

の

一

同
ご

と

に

遣
わ

さ

れ

る

勅
使
に

主
体
が

移
っ

た

と

す

る

と、

斎
工

の

起

源
を

記
し

た

『

日

本
書
紀
』

は

ど

の

よ

う
に

理
解
さ

れ

て

い

た

の

だ

ろ

う
か

。

ま

た、

律

令
祭・
祀
を

主
導
す
べ

き

存
在
で

あ
っ

た

神
祗
官
の

実
態
は

ど

う

だ
っ

た

の

だ

ろ

う
か
、

　
平

安
時
代
に

は
、

朝
廷

で

日

本
紀
講
筵
が

弘
仁
・

承
和
・

元

慶
・

延

喜
・

承

平
・

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
（
8）

康
保
（

年
間
）

の

六

度
行

な

わ

れ

た

こ

と

が

確
認

で

き

る
。

よ
っ

て、

『

日

本
書
紀
』

が

平
安
貴
族
社
会
で

読
ま

れ

て

い

た

こ

と

は

確
実
で

あ

る
。

し

か

し、

現
存
す

る

『

H
本
書
紀
私
記
』

か

ら

わ

か

る

こ

と

は
、

そ

の

講
筵
で

は

『

日

本
書
紀
』

の

訓
の

確
定
に

重
点
が

置

か

れ

た

の

で

あ

り、

国

家
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と

し

て

の

天

皇
制
の

確

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
（
9）

認
が

な

さ

れ

た

よ

う

な

形

跡
は

全
く

窺
え

な

い

の

で

あ

る
。

ま

た、

元

慶
六

年
（

八

八

二
）

・

延
喜
六

年
（

九
〇

六
）

・

天

慶
六

年
（

九

四

三
）

の

講
書
終
了

時
に

竟
宴
が

行
な

わ

れ、

そ

こ

で

詠
ま

れ

た

和
歌
が

『

日

本
紀
竟
宴
和
歌
』

（

『

続
群
書
類
従
』

一

五

上

所
収
）

と

し

て

伝
わ
っ

て

い

る

が
、

そ

こ

か

ら

は

講
義
を

受
け
て

い

た

貴
族
た

ち

も、

神
話
や

歴

史
を

物

語
と

し

て

受
け

取
り、

そ

れ

を

詩
情
に

読
み

替
え

て

理
解

し

て

い

た
こ

と

が

わ

か

る
。

こ

れ

は、

弘

仁
・

貞
観
文
化

の

中

核
を

担
っ

て

い

た

文

占
代
に

お

け

る

伊

勢
神
宮

と

天

皇

三

橋
　．
臣

章
経
国
思

想
（

宮
廷
で

の

詩
宴
の

隆
盛
が

良
い

政
治
の

表
わ

れ

で

あ

る

と

す

る

思

想
）

に

基

づ

い

て、
『

日

本
書
紀
』

を

読
ん

で

歌
に

置
き

換
え

る

作
業

を

し

て

い

た

に

過

ぎ
な

か
っ

た
こ

と

を

意
味
し

て

い

る
。

こ

の

講
筵
の

成
果
が

国

家
統
治

に

生

か

さ

れ

た

形
跡
は
一

切

な

い

し、

祭
祀
と
の

関
連
性
で

理

解
さ

れ

た

こ

と

も

な

か

っ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

講
筵
を

行
な

う
の

は

文

章
家
で

あ

り、

神
祗
官
は

全

く

関
与
し
て

い

な

か
っ

た

か

ら

で

あ

る
。

　
平
安
時
代
の

祭
祀
執
行
に

は
、

大
臣
・

大
納
言
な

ど

公

卿
が

責
任
を

持
つ

上

卿
制

が

採
用
さ

れ
、

神
祗
官
は

そ

の

指
示
の

下

で

専
門
的
な

仕
事
を

す
る

に

過
ぎ

な

か

（
10）

っ

た
。

神
祇
官
の

役
割
が

低
下

し

て

い

た

だ

け

で

は

な
い

。

古
代
天

皇

制
の

確
立

と

共
に

形
成
さ

れ

た

律
令
祭
祀
そ
の

も
の

の

意
義
が

低
下

し

て

お

り、

平
安
時
代
に

は

ほ

と

ん

ど

が

形
骸
化
し
、

あ

る

い

は

意
義
を

変
更
し

て

挙
行
さ

れ

て

い

た
。

　
律
令
祭
祀
の

形
骸
化
を

示
す

最
も

典
型
的
な

例
が

班

幣
制
度

で

あ

る
。

神
祗
令
で

神
祗
官
が
一

年
間
に

挙
行
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

さ

れ

た

十
三

種
（

十
九

回
）

の

祭
の

う

ち、

二

月

の

祈
年
祭
と

六

月
・

十
二

月

の

月

次
祭
は

特
に

重

要
な

も

の

と
さ

れ

（
『

延

喜
式
』

で

は

新
嘗
祭
と

共
に

中
祀
）

、

百

官
が

神
祗
官

に

集
ま

り、

中
臣
が

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
（
11
）

祝
詞
を

宣
り、

忌

部
が

幣
帛
を

班
つ

と

さ

れ

て

い

る
。

ま

た、

こ

の

班
幣
対
象
と

な

る

神
社
の

一

覧
は、
『

延
喜
式
』

神
名

帳
と

し

て

作
成
さ

れ

た
。

し

か

し、

全

国
の

神
社
の

神
主
・

祝
を

神
祗
官
に

集
め
て

幣
帛
を

班
か

ち、

持
ち

帰
ら

せ

て

祭
ら

せ

る
、

と
い

う

理

念

は
、

再
三

に

わ

た

り

立

て

直
し

策
が

出
さ

れ

た

に

も

関

わ

ら

ず、

衰
退

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　

　
み

よ

う

じ

ん

へ

の

加
速
を

止

め

る

こ

と

は

で

き

な
か

っ

た。

そ

れ

に

代
わ

っ

て

名

神
奉
幣
や

祈
年

穀
奉
幣
が

制
度
化
さ

れ
、

平
安
後
期
に

は

二

十
二

社
制
へ

と

展
開
す

る

が
、

こ

こ

で

の

神
社
は、

太

政
官
か

ら

使
が

発
遣
さ

れ

て

幣
帛
を

奉
ら

れ

る

対
象
で

あ

り、

国

家

と
の

関
係
は

根
本
的
に

異
な

る
。

そ

し

て、

伊
勢
神
宮
は、

こ

れ

ら

の

国
家
的
な

崇

敬
を

受
け

る

神
社
の

頂
点
に

位
置

付
け

ら

れ

た

の

で

あ

る
。

先
述
し

た

神
嘗
祭
の

「

伊
勢
例
幣
」

化
も

こ

の

文
脈
の

中
で

捉
え

る

必

要

が

あ

る
。

そ

の

奉
幣
の

主

体
者57
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明
墨
大
学
研
究
紀

要

【
日

本

文

化
学
部
・
言
語
文
化
学
科
】

第
11

四

号

　
、

00

六

年

で

あ

る

天

皇

が、

記
紀
神
話
に

示
さ

れ

た

高
天

原
の

神
の

子

孫
で

あ

る

と

認

識
さ

れ

て

い

た

は

ず
は

な
い

。

ま

た、

伊
勢
神
宮
も

唯
一

の

存
在
で

は

な

く、

諸
社
の

筆
頭

で

あ
っ

た。

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

（
12）

　
意
義
を

変
更
し

て

挙
行

さ

れ

て

い

た

律
令
祭
祀
の

代
表
が

大

祓
で

あ

る
。

律
令
国

家
形
成
期
の

天

武
朝

に

国

家
的
服
属
儀
礼

と

し

て

創
始
さ

れ

た

大

祓
は、

除
災
・

招

福
儀
礼
と

そ
の

意
義
を

変
更
し

た

こ

と

に

よ

り

平
安
時
代
で

も

国

家
的

宗
教
儀
礼
と

し

て

重

用
さ

れ、

さ

ら

に

貴
族
の

私

的
な

儀
礼
と

し

て

も

展
開
し、

習

俗
儀
礼
と

化

し

て

広
ま
っ

て

行
く
こ

と
に

な

る
。

こ

こ

で、

記
紀
神
話
と

共
通

す
る

天

皇

の

イ

メ

ー

ジ

が

記
さ

れ

た

大

祓
詞
は、

中
臣
祓
と

名
称
を

変
え

、

呪
文
と

し

て

読

ま

れ

続
け、

そ

れ

に

対
す

る

研
究
か

ら

中
世
神
道
論
が

発

生

し

た

点
も

見
逃
す
こ

と

は

で

き

な

い
。

　
こ

の

よ

う
に
、

従
来
の

神
道

史
研

究

で

は

ほ

と

ん

ど

評
価
さ

れ

て

い

な

か

っ

た

平

安

時
代

に、

実
は

重
大
な

変
化

が

あ
っ

た
。

朝
廷
と

そ

れ

を

支
え

る

貴
族
社
会
は、

記

紀
神
話
に

基
づ

く

精
神
の

忘
却
と、

神
祗

官

主

導
に

よ

る

律
令
祭
祀
の

実
質
的
崩

壊
を

受
け、

神
社
へ

の

崇
拝
を

中
核
に

据

え

た

神
祗

体
系
を

構
築
し

て

行
く
。

そ

し

て

摂
関
末
期
か

ら

院
政
期
に

か

け

て

貴
族
の

神
祗
信

仰
が

「

祭
ー
奉
幣
型
」

か

ら

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
（
焔）

「

神

社
−
参
詣
型
」

へ

と

転
換
し、

神
社
信
仰
を

形
成
す
る

の

で

あ

る
。

中
世

以
降

に

「

神
道
」

発
信
の

中
核
と

な

る

神
礼
へ

の

信
仰
は、

国
家
の

支
配

イ

デ

オ

ロ

ギ
ー

と

し

て

の

記
紀
神
話
の

体
系
か

ら

切

り

離
さ

れ

た

と

こ

ろ

で

成
立

し

た

の

で

あ

る。

　
他
方、

神
祗
祭
祀
と

切

り

離
さ

れ

た

形

で

日

本
紀
講
筵
が

な

さ

れ

た

こ

と

で、

漢

文
で

書
か

れ

た

『

日

本
書
紀
』

の

訓
が

確
定
し、

ロ

本
語
と

し

て

読
み

継
が

れ

る

こ

と

に

な
っ

た
。

そ

れ

が、

仮
名
目

本
紀
や

解
説
書、

メ

モ

的
な

ま

と

め、

神
祗
和
歌

な

ど

様
々

な

副
産
物
を

生

み

出
し

た
。

つ

ま

り
、

宗
教
面

で

は

神
社
信
仰
が

形
成
さ

れ
、

思

想
面

で

は

天

皇

制
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

に

拘
泥
さ

れ

な

い

形

で

神
話

や

天

皇

の

歴

史
を

活

用
で

き

る

よ

う
に

な
っ

た

の

で

あ

る
。

こ

れ

に

よ

っ

て
、

中
世

に

お

け

る

「

神
道
」

確
立

の

道
が

開
か

れ

た
、

と

言
え

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か
。

58

お

わ
り

に

　

中
世
の

神
道
説

が

ど

の

よ

う
に

発
生

し

た

か

は
、

ま

だ

十
分
に

解
明
さ

れ

て

い

な

い
。

し
か

し、

そ

の

発

信
源
の
一

つ

に

伊
勢
神

宮
が

あ

り、

も

う
一

つ

に

仏
教
界
が

あ
っ

た
こ

と

は

確
か

で

あ

る
。

そ

し

て
、

前
者
を

代
表
す
る

「

神
道

五

部
書
」

と

後

者
を

代
表
す

る

『

麗
気
記
』

の

主

要
部
分
は

、

記
紀
に

基
づ

い

て

神
々

や

天

皇

の

系

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　〔
14）

譜
を

示
し

た

神
統
譜
・

皇

代
記
を

用
い

て

成
立

し

て

い

る
。

こ

れ

は、

朝
廷

や

貴
族

た

ち
が

そ
の

価
値
観
を

押
し

つ

け

た

か

ら

で

は

な

く、

神
社

や

修
験
な

ど

の

宗
教
的

権
威
が

独
自

の

信
者
獲
得
活
動
を

進
め

る

中
で
、

天

皇
と

の
一

体
性
を

強
調
し、

そ

の

権
威
の

中

に

自
ら

の

存
在
価
値
を

示

そ

う
と

し

た

結
果
と

考
え

ら

れ

る
。

自
ら

を

歴
史
上

に

位

置
付
け

よ

う

と

す

る

場
合、

口

本
で

は

大

皇
の

歴

史
に

則
す

し

か

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る
。

こ

こ

で
、

国
家
の

も

の

と

し

て

で

は

な

く、
「

日

本
と

い

う

自

覚
（

ア

イ

デ
ン

テ
ィ

テ

ィ
）

」

を

持
つ

た

め

の

手

段
と

し

て、
『

日

本
書
紀
』

と

日

本

紀
講
筵
の

副
産
物
が

活
用
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か
。

　
一

旦

切

り

離
さ

れ

た

は

ず
の

「

神
」

と

「

神
話
」

は、

神
社
信
仰
の

展
開
の

中
で

再
び

融
合
さ

れ

る

こ

と

に

な

る
。

そ

れ

は

実
質
的
な

天
阜

の

国

家
支
配

や

神
祗

行
政

か

ら

展
開
し

た

の

で

は

な

く、

日

本
の

神
を

信
仰
す
る

側
（

伊
勢
神
宮
な

ら

ば

神
官

や

伊
勢
神
宮
を

信
仰
す
る

僧
侶
た

ち
）

か

ら

起
こ

っ

た

も

の

で

あ

る
。

そ

こ

で

扱
わ

れ

た

記
紀
神
話

や

大
祓
詞
は
、

本
来
の

天

皇
制
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

と
い

う

意
義
か

ら

切

り

離
さ

れ、

日

本
の

根
源
を

知
る

た

め

の

書
と

し

て

読
ま

れ

る

こ

と

が

可

能
に

な
っ

て

い

た。

そ

の

中
で、

実
質
的
な

支
配

や

利
害
に

関

係
な

く、

天

皇

を

日

本
の

中
核

と

見
な

し、

そ

れ

を

貴
い

と

す
る

考
え

が

共

有
さ

れ

る

こ

と

と

な

り、

そ

の

中
で

「

神
道

的
」

天

皇
観
が

形

成
さ

れ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　
但
し

、

記

紀
神
話
や

大
祓
詞
を

用

い

る

精
神
の

拠
り

所
と

な
っ

た

「

大

皇
の

権

N 工工
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威
L

は、

中
世

に

お

い

て

は

絶
対

的

な

も

の

で

は

な

か

っ

た
。

言

う

ま

で

も

な

く、

も

う
一

方
に

「

仏
教
」

と
い

う
権
威

が

存
在
し

て

い

た

の

で

あ

る
。

中
肚
に

お

け

る

天

皇
の

認

識
は

、

実
質
的
な

支
配

や

利
害
に

関

係
な

く、
「

天

皇

の

権
威
」

に

「

仏

教
の

権
威
」

を

も

取
り

込
み

な

が

ら、

あ

る

い

は

「

仏
教
の

権
威
」

に

取

り

込

ま

れ

な

が

ら、

様
々

な

場

所
で

自
己

完
結
的
に

形
成
さ

れ

て

い

っ

た
。

そ

こ

に
、

「

神
道

的
」

天

皇
観
が

多
様
に

展
開
し

た

理

由
が

あ

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か
。

　

以
上
、

伊
勢
神
宮
と

天

皇
に

つ

い

て、

古

代
か

ら

中
世
へ

の

展

開
を

考
察
し

て

み

た
。

ま

だ

十
分

に

説
明

で

き

て

い

な
い

こ

と

も

多
い

が、

両
者
の

関
係
が

古
代
に

お

い

て

も
一

貫
し

て

い

た

わ

け

で

は

な

く、

国
家
形
成
期
か

ら

平
安
時
代
に

か

け

て

全

く

異
質
な

も
の

へ

と

変
化
し

て

い

た
こ

と

が、

ほ

ぼ

論
証
で

き

た

と

思
う。

　

天
皇

は

古
代
か

ら

現

代
に

至

る

ま

で

日

本
の

中
核
に

存
在
し
て

き

た

が
、

そ

の

政

治
的
・

社
会
的
な

役
割
と

精
神
的
な

位
置
付
け
が
一

致
し

て

い

た

わ

け

で

は

な
い

。

そ

の

意
義
が

時
代
ご

と

に

ど
の

よ

う

に

変
化
し

て

い

っ

た

の

か
、

さ

ら
に

検
証
し

て

い

く

必

要
が

あ

る
。

　

現
在
企

画
さ

れ

て

い

る

論
集
で

は、

古
代
の

天
皇

制
と

中
世
に

成
立

し

た

「

神

道

的
」

天

皇

観
の

相
違
に

つ

い

て

論
じ

た

本
稿
に

続
き、

テ

ー

ウ

ィ

ン

氏
に

よ

る

中
世

の

仏
教
的
神
祗
儀
礼
に

み

る

天

皇

像、

曾
根
原
氏
に

よ

る

江
戸
幕
府
の

宗
教
政
策
か

ら

捉
え

た

東
照
宮
と

伊
勢
神
宮
の

関

係、

ヘ

ィ

ヴ
ン

ス

氏
に

よ

る

江
戸
時
代
の

庶
民

に

よ

る

伊
勢
参
宮

、

そ

し

て

ベ

ル

ナ

ー

ル

氏

に

よ

る

明
治
期
の

伊
勢
神
宮
と

皇
室
の

再
結
合
お

よ

び

戦
後
の

転
換、

な

ど

に

つ

い

て

の

考
察
が

展
開
す

る

こ

と

に

な

る

で

あ

ろ

う。

こ

れ

ら
に

よ
っ

て
、

伊
勢
神
宮
と

天

皇
の

関
係
が

絶
え

ず
変
化
し

て

い

っ

た
こ

と、

時
代
ご

と

に

天

皇
に

つ

い

て

の

イ

メ

ー

ジ

が

多
様
に

展
開
し

た
こ

と

が

明

確
に

な

る

と

と

も

に
、

そ

こ

に
一

貫

す
る

精
神
と

は

何
か

と

い

う

通

時
代
的
な

検
討

も

可
能
に

な

る

と

考
え

ら
れ

る
。

こ

こ

か

ら、

神
道
・

天

皇

と
い

う

日

本

社
会
独
特

の

文
化
現
象
を

解
明
す

る

糸
凵

も

得
ら

れ

る

と

期
待
さ

れ

る
。

古

代

に

お

け
る

伊
勢
神
宮
と

天

皇

三

橋

　
正

注
（
1）
　『
養

老

令
』

巻

第
八

「

公

式
令
」

第
廿
一
に、

　

　

　

詔

書
式

　

　

　

明

神

御
宇

日

本
天
皇

詔

旨
云

云。

威
聞。

　

　

　

明

神

御
宇

天

皇

詔
旨
云

云。

戌
聞。

　

　

　

明

神

御
大

八

州．
大
皇

詔
旨
云

云。

成
聞

。

　

　

　

天

皇

詔
旨

云

云。

咸
聞。

　

　

　

詔
旨
云

云。

威
聞。

　

　
と

あ

る
。

（
2）
　
石

田
．
良
『
カ

ミ

と

日

本
文
化
』

〔
ぺ

り
か

ん

社、
、

九

八

二

年）
な

ど
参
照。

（
3）
　
西

田

艮

男
「
仏

家
神
道

の

成
立

ー
罪
の

概
念
を

通
路
と

し

て

l
」

〔
「

凵

本
神
道
史
研
究
』

第
］
巻

　

　
「

総
論

篇
」

〈

講
談
社、
一
九

八

Q
年
〉

所
収、

初
出
は
一
九
四

〇

年）、

福

永
光
司

『

道

教
と

古

代

　

　
日

本
』

（
人

文
書

院、
　一
九

八

七

年）
な

ど

参
照。

（
4）
　
真
の

「
比

較
」

、

批
判
」

に

曝

さ

れ

た

場
含

に

は

表
出
せ

ず、

内
向
的
・
恣

意
的
に

自
ら

を

論
じ

　

　
る

際
に

「

神
道

的
」

要
素

が

顕
現
す
る

と

考
え

ら
れ

る
。

古

代
に

お

け
る

こ

の

意
識
の

現
わ

れ

の
一

　

　
つ

に

神
の

助
数
詞
一
柱
L

が

あ

る

と

考
え

ら．
れ
る。

拙
稿
【
日

本

に

お

け
る

神
の

数
え

方
−

神
の

助

　

　
数
詞

「

柱
」

の

用

法−
一
（
明
星

大
学
口

本
文
化
学
部
編

『

批
評

と

創
作
」

〈

明
星

大
学
青
梅
校
日

本

　

　
文
化
学
部
共

同

研

究
論
集
・
第
八

輯、
　【
○
〇
五

年
〉

所

収）

参

照。

（
5）
　
「

日

本
書
紀』
巻

第
五
「
崇
神
天
皇
」

六

年
の

条
に、

　

　

　

六

年、
．

自

姓

流

離、

或

有一
背
叛ハ

其
勢
難一
以
徳〆
治一
之、

是

以、

晨
興
夕
揚、

請一
罪
神
祗（

　

　

　

先
是、

天

照
大

神
・
倭
大

国

魂
二

神、

並

祭
二

於

天
皇
大

殿
之

内→

然
畏．
其
神
勢、

共
住．
小

　

　

　

レ

安、

故
以一
大

照
大

神、

託
二

豊
鍬
入

姫
命、

祭一一
於
倭
笠

縫
邑→

仍
立
二
磯
堅

城
神

籬一
雌

興

　

　

　

眦
齢
呂

亦
以
二

目

本
大

国

魂
神、

託一
渟
名
城
入

姫
命．
令
レ

祭、

然

渟
名
城
人

姫、

髪
落

体
痩
而

　

　

　

　　

　

　

　

不
レ

能レ
祭、

　

　
と

あ

り、
『

同』
巻

第
六

「
垂

仁
大
皇
」

二

十
五

年
の

条
に、

　

　

　

　

　

　

　

　（
十
口）

　

　

　

三

月

〜

亥

朔

丙
申、

離二
天

照
大

神
於
豊
耜
人

姫
命ハ

託一一
于

倭
姫
命→

爰
倭
姫
命
求卜
鎮一
坐
大

　

　

　

神一
之
処
卸

而

詣一
菟

田

筱
幡→

筱、

此
云
二

佐
佐→

更

還
之

入一
近

江
国、

東
廻一
美
濃、

到
二

伊

　

　

　

勢
国ハ

時

天

照

大

神

誨二
倭
姫
命一
口、

是
神
風

伊
勢

国、

則

常
世
之
浪
重

浪
帰
国
也、

傍
国
可

　

　

　

怜
国

也、

欲レ
居一
是

国、

故
随一
大
神
教ハ

共
祠

立二
於
伊
勢

国ハ

因
興一
斎
宮
于
五

11
鈴
川
上→

　

　

　

是

謂一
磯
宮→
則

天

照
大
神

始
自レ
天
降
之

処
也、

塵
照

鰍

鬘
嶽

難
櫛

蝶
ザ

顧

晦

髴
鑼
耐

　

　

　

岡
脱
耽

撚
螻
飜…
榊
陣
聾
 

拠
畢

熱．
（
下
略）

　

　
と

あ
る。

し
か

し

『

古
事

記
』

に

伊
勢
神
宮
創
始
譚
は

な
い。

ま

た、

斎
⊥

制
度
は

神
祗
令
に

規
定59

N 工工
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明
星
大

学
研
究
紀

要

【

口

本

文

化
学
部
・
言

語
文
化
学
科
】

第
十
四

号

　
二

〇

〇
六

年

　
　
が

な

く、

奈
艮

時
代
以

降
制
度

化
さ

れ

て

い

く。
こ

れ

は

神
祗
令
に

規
定
さ

れ

た

祭
祀
〔
律

令
祭

　
　．
祀）

が

完

全

に

実
施
で

き

な

か

っ
た

の

で、

そ
の

空

洞
を

補
う
べ

く

斎
王

制
度
が

出
雲
国

造

神
賀
詞

　
　
奏

上

と

共

に

整

備
さ

れ

て

い

ワ
た
こ

と

を

示
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る

が、
こ

の

点
に

つ

い

て

は

別

　
　
稿
を

用

意

し

て

い

る。

（
6）
　
伊

勢
神
宮
へ
の

奉
幣
使
に

つ

い

て

は、

藤
森

馨
「

平

安
時
代
の

宮
延

祭
祀

と

神
祗
官
人
』

（

大
明

　
　
堂、
二

〇
〇

〇

年）
な

ど

参
照。

〔
7）
　
さ

ら

に

『
続
日

本
紀
』

天
平
宝
字
八

年
九
月
（
十

三

日
）

条

を

例
幣
と

見
ろ

見
解
も

あ

る

が

（

藤

　
　
森
前

掲
書）、
こ

れ

も

恵

美
押
勝
の

乱
の

平
定
を

祈
る

臨
時
奉

幣
と

見
る

べ

き
で

あ

ろ

う。

（
8）
　
『

釈
日

本

紀
』

巻

第一
な

ど

参．
照。

〔
9）
　
西

宮一
民

『

日

本
E
代

の

文
章
と

表
記
』

（
風
間
書．
房、
一
九
七

〇
年
）

1
部
第
二

章

第
二

節
四

　
　
「

日

本
書
紀

私

記、

乙

本
・
丙
本
に

つ

い

て
」

〔
初
出
は
一
九

六

九

年
）

な

ど

参
照。

（
10）
　
岡
田

荘
司

『

平

安
時

代
の

国
家
と

祭
祀
』

（
続
群
書
類

従
完
成

会、
　一
九

九
四

年）

な

ど

参
照。

（
11）
　［，
養
老
令』
巻
第
三

「
神
祗
令
第

六
」

の

冒
頭
に、

　
　
　

　
凡
天

神
地

祗
者、

神

祗
官
皆
依二
常
典一
祭
之、

　
　
　

　
仲
春
　
祈
年
祭

　
　
　

　
季
春

　
鎮
花
祭

　
　
　

　
孟
夏

　
神
衣
祭

　
　

　
三

枝
祭

　
　
　

　
　
　
　

大
忌
祭
　

　
　
神
風
祭

　
　
　

　
季
夏

　
月

次
祭

　
　
　
道

饗
祭

　
　
　

　
　
　

鎮
火
祭

　
　
　

　
孟
秋

　
大
忌
祭

　

　
　

神
風

祭

　
　
　

　
季
秋

　
神
衣
祭

　

　
　

神

嘗
祭

　
　
　

　
仲
冬

上

卯

　
相
嘗
祭

　
寅
R
　
鎮
魂

祭
　
下

卯

　
大
嘗
祭

　
　
　

　
季
冬

　
月
次
祭

　
　
　
道

饗
祭

　
　
　

　
　
　

鎮
火．
祭

　
　
　

　
前
件
諸

祭、

供
レ

神
調
度
及

礼
儀、

齋
口

皆

依．一
別
式（

其
祈
年
月
次
祭
者、

自

官
集二
神
祗
官→

　
　
　

　
中
臣

宣一一
祝
詞、

忌
部
班
二

幣
串へ

　
　
と

あ

る。
「

神
祗
令」
の

理

念
と
実
態
と

の

差
違
に

つ

い

て

は、

拙

稿

「
律
令
国

家
の

祭
祀
1
そ

の

　
　
理

想
と

現

実

I
」

（

明
星

大
学
日

本
文

化
学
部
編

『

理

想

と

現

実
』

〈

明
星

大
学
日

本
文
化

学
部
共

同

　
　
研嚇
究
論…
集
・
第
九
輯刊、
　
二

〇
〇
六
年
壹

所
収）

参

照。

（
12）
　
拙
稿
「

大
祓
の

成
立

と

展

開一
（

『

神
道
古
典

研
究
』

一
二、
　一
九

九
〇

年）、

拙

稿
「

ハ
ラ

エ

の

　
　
儀

礼
−
大

祓
と

王

権
I

」

（
岩
波
講
座
『

天

皇
と

王

権
を

考
え

る
」

5
「

王

権
と
儀
礼」
〈
岩
波
書
店、

　
　
二

QQ

二

伍．〉

所
収）

な

ど

参
照。

60

（
13）
　

拙
著
「

平

安
時
代
の

信

仰
と

宗
教
儀
礼
』

（
続
群
書
類

従
完

成
会、
二

〇

〇

〇
年）

第
．

編

第、

　

　
章
な

ど

参．
照。

〔
14）
　
拙
稿
コ
中
世

前
期
に

お

け

る

神

道
論
の

形

成
ー

神
道

文
献
の

構
成

と

言

説

1一
（

大

隅

和
雄

編

　

　
『

文
化
史
の

諸
相
』

〈
吉
川

弘

文

館、
二

〇
〇
三

年
〉

所
収
）

な

ど

参
照。
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